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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

当社連結子会社の東京日産コンピュータシステム株式会社において、平成22年３月期の会計処理につい

て、一部不適切な会計処理があったことが判明いたしました。

　同社では、事実関係の詳細をより適切かつ迅速に把握するために、第三者調査委員会を設置し、調査を進

め、その調査報告書を受領いたしました。

　同社は、この調査結果を受け、同社の会計監査人と協議した結果、過年度の決算を訂正し有価証券報告書の

訂正報告書を提出することといたしました。

　当社決算につきましては、会計監査人との協議の結果、過年度に与える影響は軽微でありますが、当社の現

下の状況をより正確に開示すべきと考え、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、平成22年６月

24日に提出しました第98期有価証券報告書（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）にかかる有価

証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、連結財務諸表の記載事項にかかる訂正箇所についてはXBRLの訂正を行いましたので、併せて訂正後

のXBRLデータ一式（表示情報ファイルを含む。）を提出いたします。

　また、訂正後の連結財務諸表についてアーク監査法人より監査を受けており、その監査報告書を添付して

おります。

　

２ 【訂正事項】

　　第一部 企業情報

　　　第１ 企業の概況

　　　　１ 主要な経営指標等の推移

　　　　　(1) 連結経営指標等

　　　第２ 事業の状況

　　　　１ 業績等の概要

　　　　　(1) 業績

　　　　　(2) キャッシュ・フローの状況

　　　　４ 事業等のリスク

　　　　　(6) 継続企業の前提に関する重要事象等

　　　　７ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　　　(2) 経営成績の分析

　　　　　(3) 財政状態の分析

　　　第５ 経理の状況

　　　　１ 連結財務諸表等

　　　　　(1) 連結財務諸表

　　　　　　①連結貸借対照表

　　　　　　②連結損益計算書

　　　　　　③連結株主資本等変動計算書

　　　　　　④連結キャッシュ・フロー計算書

          注記事項

              (連結損益計算書関係)

              (税効果会計関係)

              (セグメント情報)

              (１株当たり情報)

　　　　　(2) その他

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

(訂正前)

回次 第94期 第95期 第96期 第97期 第98期

決算年月 平成18年３月平成19年３月平成20年３月平成21年３月平成22年３月

売上高 (百万円) 125,511114,254103,90680,820 69,608

経常損失 (百万円) 1,223 1,734 552 2,150 496

当期純利益又は当期純損失(△)(百万円) △75 239 120 △1,297 △864

純資産額 (百万円) 11,100 11,368 14,133 12,054 11,753

総資産額 (百万円) 123,429108,72566,983 53,595 49,342

１株当たり純資産額 (円) 252.43 235.06 201.65 170.64 166.11

１株当たり当期純利益金額又は
１株当たり当期純損失金額(△)

(円) △1.88 5.46 2.54 △19.49 △12.98

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 9.0 9.5 20.0 21.2 22.4

自己資本利益率 (％) △0.7 2.2 1.0 △10.5 △7.7

株価収益率 (倍) － 47.3 40.6 － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,710 7,026 1,822 △1,372 2,391

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 100 6,658 △5,001 2,187 1,118

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △7,496△11,080△1,883 55 △3,508

現金及び現金同等物の
期末残高

(百万円) 7,251 9,859 4,272 5,110 5,116

従業員数
(人)

2,136 2,000 1,837 1,768 1,658

(外、平均臨時雇用者数) (715) (511) (261) (227) (143)

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につきましては、第95期及び第96期は潜在株式が存在しないため、

第94期、第97期及び第98期は１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３．純資産の算定に当たり、平成19年３月期より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会

計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用

指針第８号）を適用しております。

４．株価収益率につきましては、第94期、第97期及び第98期は当期純損失であるため記載しておりません。
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(訂正後)

回次 第94期 第95期 第96期 第97期 第98期

決算年月 平成18年３月平成19年３月平成20年３月平成21年３月平成22年３月

売上高 (百万円) 125,511114,254103,90680,820 69,608

経常損失 (百万円) 1,223 1,734 552 2,150 511

当期純利益又は当期純損失(△)(百万円) △75 239 120 △1,297 △893

純資産額 (百万円) 11,100 11,368 14,133 12,054 11,699

総資産額 (百万円) 123,429108,72566,983 53,595 49,287

１株当たり純資産額 (円) 252.43 235.06 201.65 170.64 165.68

１株当たり当期純利益金額又は
１株当たり当期純損失金額(△)

(円) △1.88 5.46 2.54 △19.49 △13.42

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) 9.0 9.5 20.0 21.2 22.4

自己資本利益率 (％) △0.7 2.2 1.0 △10.5 △8.0

株価収益率 (倍) － 47.3 40.6 － －

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 6,710 7,026 1,822 △1,372 2,391

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 100 6,658 △5,001 2,187 1,118

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △7,496△11,080△1,883 55 △3,508

現金及び現金同等物の
期末残高

(百万円) 7,251 9,859 4,272 5,110 5,116

従業員数
(人)

2,136 2,000 1,837 1,768 1,658

(外、平均臨時雇用者数) (715) (511) (261) (227) (143)

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につきましては、第95期及び第96期は潜在株式が存在しないため、

第94期、第97期及び第98期は１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３．純資産の算定に当たり、平成19年３月期より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会

計基準第５号）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用

指針第８号）を適用しております。

４．株価収益率につきましては、第94期、第97期及び第98期は当期純損失であるため記載しておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

(訂正前)

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業の設備投資の抑制や雇用過剰感はあるものの、政府の景気

刺激策の効果もあり回復基調で推移いたしました。

当社グループの属する自動車関連業界につきましても、エコカー減税及び補助金の効果等もあり、軽自

動車を含む国内新車販売の全体需要は回復し、前年同期比3.8％増となりました。

しかしながら、当社グループのマーケットである東京都内の需要は、企業の設備投資低迷の影響から全

国より回復が遅れており、前年同期比4.2％減と引き続き厳しい経営環境となりました。

このような状況のもと、当社グループの中核事業会社である東京日産自動車販売㈱において、減税・補

助金対象車中心の拡販の取り組みにより、同社の新車販売台数は前年同期比1.7％増と東京都内全需の回

復を上回る実績となりましたが、輸入車（ジャガー車）の需要低迷の影響から当社グループ全体の新車

販売台数は前年同期並みの実績となりました。

当社グループの当連結会計年度の業績につきましては、需要回復が顕在化してきた下半期では増収・

増益となりましたが、上半期の全体需要の低迷等による減収・減益が大きく、売上高は69,608百万円（前

連結会計年度比11,212百万円減、13.9％減）、売上総利益は16,126百万円（前連結会計年度比1,052百万

円減、6.1％減）となりました。当社グループでは収益の減少を補完すべく、引き続き中期経営計画（新

TR-10）に基づく営業費の削減に取り組み、販売費及び一般管理費を前連結会計年度に比べ2,812百万円

減と大幅に削減した結果、営業利益は177百万円（前連結会計年度は1,582百万円の営業損失）、経常損益

は496百万円の損失（前連結会計年度比1,653百万円の損失減）と、大幅に改善いたしました。また、固定

資産売却益等の特別利益を354百万円、圧縮記帳積立金等に係る繰延税金負債の取り崩し等により、法人

税等調整額を245百万円計上いたしましたが、店舗網の再編に伴う事業再編損及び減損損失等の特別損失

を856百万円計上したこともあり、当期純損益は864百万円の損失（前連結会計年度比433百万円の損失

減）となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　自動車関連事業

減税・補助金効果等により、下半期に入り販売台数が増加したことに加え、継続して取り組んでまい

りました整備・車検等サービス事業への注力による車検入庫台数の増加もあり、下半期は前年を上回

る収益実績となりましたが、上半期の減収（一昨年9月末付で㈱カーネット車楽を解散した影響を含

む）を補完するまでには至らず、自動車関連事業全体の売上高は60,703百万円（前連結会計年度比

9,645百万円減、13.7％減）、売上総利益は13,979百万円（前連結会計年度比919百万円減、6.2％減）と

なりました。

営業損益につきましては、販売費及び一般管理費を前連結会計年度に比べ2,383百万円減と大幅に削

減した結果、営業利益は296百万円（前連結会計年度は1,168百万円の営業損失）と黒字に転換いたし

ました。
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②　不動産関連事業

ほぼ100％の稼働率で推移した結果、売上高は438百万円（前連結会計年度比43百万円減、9.1％減）

となりましたが、売上原価の低減により営業利益は239百万円（前連結会計年度比71百万円増、42.6％

増）となりました。

③　情報システム関連事業

競合先との激しい競争状態によるＩＴ商品の低価格化が進む中、活動の中心をハードウェアビジネ

スから収益力のあるサービスビジネスへとより積極的に展開したものの、全体的に顧客のＩＴ投資減

退に回復の兆しが見られず、売上高は6,189百万円（前連結会計年度比689百万円減、10.0％減）、営業

利益は176百万円（前連結会計年度比80百万円減、31.3％減）となりました。

④　その他の事業

その他の事業は、自動車教習所事業及び人材派遣業であります。自動車教習所事業につきましては、

二輪教習者及び二種免許教習者の増加に加え、普通四輪教習者も増加となり、入校者数が前年同期に比

べ約10％増加いたしました。人材派遣業につきましては、継続契約の取りやめは依然として続いてお

り、稼動人員は大幅に減少した状況で推移いたしました。この結果、売上高は2,276百万円（前連結会計

年度比834百万円減、26.8％減）と減少いたしましたが、営業損益につきましては、販売費及び一般管理

費を前連結会計年度に比べ350百万円減と大幅に削減した結果、営業利益は71百万円（前連結会計年度

は80百万円の営業損失）と黒字に転換いたしました。
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(訂正後)

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業の設備投資の抑制や雇用過剰感はあるものの、政府の景気

刺激策の効果もあり回復基調で推移いたしました。

当社グループの属する自動車関連業界につきましても、エコカー減税及び補助金の効果等もあり、軽自

動車を含む国内新車販売の全体需要は回復し、前年同期比3.8％増となりました。

しかしながら、当社グループのマーケットである東京都内の需要は、企業の設備投資低迷の影響から全

国より回復が遅れており、前年同期比4.2％減と引き続き厳しい経営環境となりました。

このような状況のもと、当社グループの中核事業会社である東京日産自動車販売㈱において、減税・補

助金対象車中心の拡販の取り組みにより、同社の新車販売台数は前年同期比1.7％増と東京都内全需の回

復を上回る実績となりましたが、輸入車（ジャガー車）の需要低迷の影響から当社グループ全体の新車

販売台数は前年同期並みの実績となりました。

当社グループの当連結会計年度の業績につきましては、需要回復が顕在化してきた下半期では増収・

増益となりましたが、上半期の全体需要の低迷等による減収・減益が大きく、売上高は69,608百万円（前

連結会計年度比11,212百万円減、13.9％減）、売上総利益は16,126百万円（前連結会計年度比1,052百万

円減、6.1％減）となりました。当社グループでは収益の減少を補完すべく、引き続き中期経営計画（新

TR-10）に基づく営業費の削減に取り組み、販売費及び一般管理費を前連結会計年度に比べ2,797百万円

減と大幅に削減した結果、営業利益は162百万円（前連結会計年度は1,582百万円の営業損失）、経常損益

は511百万円の損失（前連結会計年度比1,638百万円の損失減）と、大幅に改善いたしました。また、固定

資産売却益等の特別利益を354百万円、圧縮記帳積立金等に係る繰延税金負債の取り崩し等により、法人

税等調整額を282百万円計上いたしましたが、店舗網の再編に伴う事業再編損及び減損損失等の特別損失

を932百万円計上したこともあり、当期純損益は893百万円の損失（前連結会計年度比404百万円の損失

減）となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　自動車関連事業

減税・補助金効果等により、下半期に入り販売台数が増加したことに加え、継続して取り組んでまい

りました整備・車検等サービス事業への注力による車検入庫台数の増加もあり、下半期は前年を上回

る収益実績となりましたが、上半期の減収（一昨年9月末付で㈱カーネット車楽を解散した影響を含

む）を補完するまでには至らず、自動車関連事業全体の売上高は60,703百万円（前連結会計年度比

9,645百万円減、13.7％減）、売上総利益は13,979百万円（前連結会計年度比919百万円減、6.2％減）と

なりました。

営業損益につきましては、販売費及び一般管理費を前連結会計年度に比べ2,383百万円減と大幅に削

減した結果、営業利益は296百万円（前連結会計年度は1,168百万円の営業損失）と黒字に転換いたし

ました。
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②　不動産関連事業

ほぼ100％の稼働率で推移した結果、売上高は438百万円（前連結会計年度比43百万円減、9.1％減）

となりましたが、売上原価の低減により営業利益は239百万円（前連結会計年度比71百万円増、42.6％

増）となりました。

③　情報システム関連事業

競合先との激しい競争状態によるＩＴ商品の低価格化が進む中、活動の中心をハードウェアビジネ

スから収益力のあるサービスビジネスへとより積極的に展開したものの、全体的に顧客のＩＴ投資減

退に回復の兆しが見られず、売上高は6,189百万円（前連結会計年度比689百万円減、10.0％減）、営業

利益は161万円（前連結会計年度比95百万円減、37.0％減）となりました。

④　その他の事業

その他の事業は、自動車教習所事業及び人材派遣業であります。自動車教習所事業につきましては、

二輪教習者及び二種免許教習者の増加に加え、普通四輪教習者も増加となり、入校者数が前年同期に比

べ約10％増加いたしました。人材派遣業につきましては、継続契約の取りやめは依然として続いてお

り、稼動人員は大幅に減少した状況で推移いたしました。この結果、売上高は2,276百万円（前連結会計

年度比834百万円減、26.8％減）と減少いたしましたが、営業損益につきましては、販売費及び一般管理

費を前連結会計年度に比べ350百万円減と大幅に削減した結果、営業利益は71百万円（前連結会計年度

は80百万円の営業損失）と黒字に転換いたしました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

(訂正前)

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、5,116百万円（前連結会

計年度比5百万円増、0.1％増）となりました。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は2,391百万円（前連結会計年度は1,372百万円の支出）であります。

これは、主に税金等調整前当期純損失が997百万円、賞与引当金の減少が116百万円、退職給付引当金の

減少が280百万円、売上債権の増加が109百万円ありましたが、たな卸資産の減少が1,954百万円、仕入債

務の増加が581百万円、減価償却費が1,433百万円あったことによるものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果得られた資金は1,118百万円（前連結会計年度末比1,068百万円減）であります。こ

れは、主に有形固定資産の取得による支出が2,626百万円、出資金の払込による支出が200百万円ありま

したが、定期預金の払戻による収入が500百万円、有形固定資産の売却による収入が3,252百万円、投資

有価証券の売却による収入が78百万円あったことによるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果支出した資金は3,508百万円（前連結会計年度は55百万円の収入）であります。これ

は、主に社債の償還による支出が240百万円、長短借入金の返済・収入の差引による支出増が3,251百万

円であります。

　

(訂正後)

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、5,116百万円（前連結会

計年度比5百万円増、0.1％増）となりました。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は2,391百万円（前連結会計年度は1,372百万円の支出）であります。

これは、主に税金等調整前当期純損失が1,089百万円、賞与引当金の減少が116百万円、退職給付引当金

の減少が280百万円、売上債権の増加が109百万円ありましたが、たな卸資産の減少が1,954百万円、仕入

債務の増加が581百万円、減価償却費が1,448百万円あったことによるものであります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果得られた資金は1,118百万円（前連結会計年度末比1,068百万円減）であります。こ

れは、主に有形固定資産の取得による支出が2,626百万円、出資金の払込による支出が200百万円ありま

したが、定期預金の払戻による収入が500百万円、有形固定資産の売却による収入が3,252百万円、投資

有価証券の売却による収入が78百万円あったことによるものであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果支出した資金は3,508百万円（前連結会計年度は55百万円の収入）であります。これ

は、主に社債の償還による支出が240百万円、長短借入金の返済・収入の差引による支出増が3,251百万

円であります。
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４ 【事業等のリスク】

(6) 継続企業の前提に関する重要事象等

(訂正前)

当社グループは、前連結会計年度において1,582百万円の営業損失及び2,150百万円の経常損失を計上

しております。当連結会計年度につきましては、中期経営計画（新TR-10）に基づき、店舗ネットワークの

再構築と人件費を中心とした固定費の削減に取り組んでまいりました結果、販売費及び一般管理費を前

連結会計年度に比べ2,812百万円削減し、営業利益は177百万円の黒字に転換いたしましたが、経常損益は

大幅に改善したものの496百万円の損失となりました。

全体需要が低迷する厳しい市場環境の中、損失の計上が継続した場合は、借換えを含む新たな資金調達

に支障をきたす可能性があります。

　

(訂正後)

当社グループは、前連結会計年度において1,582百万円の営業損失及び2,150百万円の経常損失を計上

しております。当連結会計年度につきましては、中期経営計画（新TR-10）に基づき、店舗ネットワークの

再構築と人件費を中心とした固定費の削減に取り組んでまいりました結果、販売費及び一般管理費を前

連結会計年度に比べ2,797百万円削減し、営業利益は162百万円の黒字に転換いたしましたが、経常損益は

大幅に改善したものの511百万円の損失となりました。

全体需要が低迷する厳しい市場環境の中、損失の計上が継続した場合は、借換えを含む新たな資金調達

に支障をきたす可能性があります。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2) 経営成績の分析

(訂正前)

①　売上高

中核事業である自動車関連事業において、減税・補助金効果等により需要回復が顕在化してきた下

半期では増収となりましたが、上半期の減収（一昨年９月末付で連結子会社　㈱カーネット車楽を解散

した影響を含む）を補完するまでには至らず、当連結会計年度における売上高は69,608百万円（前連

結会計年度比11,212百万円減、13.9％減）となりました。

②　営業利益

減税対象のコンパクトカーを中心とした販売車種構成となったこともあり、当連結会計年度におけ

る売上総利益は16,126百万円（前連結会計年度比1,052百万円減、6.1％減）となりましたが、当社グ

ループでは収益の減少を補完すべく、引き続き中期経営計画（新TR-10）に基づく営業費の削減に取り

組み、販売費及び一般管理費は15,948百万円（前連結会計年度比2,812百万円減、15.0％減）と大幅に

削減した結果、営業利益は177百万円（前連結会計年度は1,582百万円の営業損失）と黒字転換いたし

ました。

③　経常利益

有利子負債の圧縮に伴い支払利息が減少したこともあり、営業外費用合計は前連結会計年度に比べ

192百万円減少いたしましたが、一昨年12月に持分法適用関連会社である㈱エース・オートリースの株

式を譲渡し、持分法適用の範囲から除外した影響もあり営業外収益が前連結会計年度に比べ298百万円

減少したことにより、営業外損益は674百万円の損失となりました。このような結果、経常損益は496百

万円の損失（前連結会計年度比1,653百万円の損失減）となりました。

④　当期純利益

固定資産売却益等の特別利益を354百万円計上いたしましたが、店舗網の再編に伴う事業再編損及び

減損損失等の特別損失を856百万円計上したこともあり、特別損益は501百万円の損失となりました。ま

た、圧縮記帳積立金等に係る繰延税金負債の取り崩し等により、法人税等調整額を245百万円計上した

こともあり、当期純損益は864百万円の損失（前連結会計年度比433百万円の損失減）となりました。
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(訂正後)

①　売上高

中核事業である自動車関連事業において、減税・補助金効果等により需要回復が顕在化してきた下

半期では増収となりましたが、上半期の減収（一昨年９月末付で連結子会社　㈱カーネット車楽を解散

した影響を含む）を補完するまでには至らず、当連結会計年度における売上高は69,608百万円（前連

結会計年度比11,212百万円減、13.9％減）となりました。

②　営業利益

減税対象のコンパクトカーを中心とした販売車種構成となったこともあり、当連結会計年度におけ

る売上総利益は16,126百万円（前連結会計年度比1,052百万円減、6.1％減）となりましたが、当社グ

ループでは収益の減少を補完すべく、引き続き中期経営計画（新TR-10）に基づく営業費の削減に取り

組み、販売費及び一般管理費は15,963百万円（前連結会計年度比2,797百万円減、14.9％減）と大幅に

削減した結果、営業利益は162百万円（前連結会計年度は1,582百万円の営業損失）と黒字転換いたし

ました。

③　経常利益

有利子負債の圧縮に伴い支払利息が減少したこともあり、営業外費用合計は前連結会計年度に比べ

192百万円減少いたしましたが、一昨年12月に持分法適用関連会社である㈱エース・オートリースの株

式を譲渡し、持分法適用の範囲から除外した影響もあり営業外収益が前連結会計年度に比べ298百万円

減少したことにより、営業外損益は674百万円の損失となりました。このような結果、経常損益は511百

万円の損失（前連結会計年度比1,638百万円の損失減）となりました。

④　当期純利益

固定資産売却益等の特別利益を354百万円計上いたしましたが、店舗網の再編に伴う事業再編損及び

減損損失等の特別損失を932百万円計上したこともあり、特別損益は578百万円の損失となりました。ま

た、圧縮記帳積立金等に係る繰延税金負債の取り崩し等により、法人税等調整額を282百万円計上した

こともあり、当期純損益は893百万円の損失（前連結会計年度比404百万円の損失減）となりました。
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(3) 財政状態の分析

(訂正前)

①　資産

当連結会計年度末における総資産は49,342百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,253百万円減少

しております。これは、主に現金及び預金が494百万円、在庫圧縮により商品が762百万円、固定資産の売

却代金の回収等によりその他流動資産が1,064百万円、店舗網の再編に伴う土地・建物等の除売却及び

減価償却により有形固定資産が2,270百万円減少したことによるものであります。

②　負債

当連結会計年度末における負債は37,588百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,952百万円減少し

ております。これは、主に長短借入金が3,114百万円、長短社債が240百万円、長期預り金が466百万円減

少したことによるものであります。

③　純資産

当連結会計年度末における純資産は11,753百万円となり、前連結会計年度末に比べ301百万円減少し

ております。これは、主に株価の上昇により評価・換算差額等が562百万円増加いたしましたが、当期純

損失を計上したことにより利益剰余金が864百万円減少したことによるものであります。

　

(訂正後)

①　資産

当連結会計年度末における総資産は49,287百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,307百万円減少

しております。これは、主に現金及び預金が494百万円、在庫圧縮により商品が762百万円、固定資産の売

却代金の回収等によりその他流動資産が1,060百万円、店舗網の再編に伴う土地・建物等の除売却及び

減価償却により有形固定資産が2,270百万円減少したことによるものであります。

②　負債

当連結会計年度末における負債は37,588百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,952百万円減少し

ております。これは、主に長短借入金が3,114百万円、長短社債が240百万円、長期預り金が466百万円減

少したことによるものであります。

③　純資産

当連結会計年度末における純資産は11,699百万円となり、前連結会計年度末に比べ355百万円減少し

ております。これは、主に株価の上昇により評価・換算差額等が562百万円増加いたしましたが、当期純

損失を計上したことにより利益剰余金が893百万円減少したことによるものであります。
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第５ 【経理の状況】

２．監査証明について

（訂正前）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成20年４月１日から平

成21年３月31日まで）及び前事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）並びに当連結会

計年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）及び当事業年度（平成21年４月１日から平成22

年３月31日まで）の連結財務諸表及び財務諸表について、アーク監査法人により監査を受けております。

　

（訂正後）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成20年４月１日から平

成21年３月31日まで）及び前事業年度（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）並びに当連結会

計年度（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）及び当事業年度（平成21年４月１日から平成22

年３月31日まで）の連結財務諸表及び財務諸表について、アーク監査法人により監査を受けております。

また、訂正後の連結財務諸表についても、アーク監査法人により監査を受けております。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

(訂正前)

(単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 ※1 5,610 ※1 5,116
　 　 受取手形及び売掛金 ※1 6,285 ※1 6,419
　 　 商品 3,450 2,688
　 　 仕掛品 75 76
　 　 貯蔵品 24 41
　 　 その他 3,139 2,074
　 　 貸倒引当金 △39 △11

　 　 流動資産合計 18,546 16,405

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 建物及び構築物（純額） ※1, ※2 7,429 ※1, ※2 6,849
　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） ※2 1,441 ※2 1,794
　 　 　 リース資産（純額） ※2 46 ※2 39
　 　 　 土地 ※1 21,470 ※1 19,368
　 　 　 建設仮勘定 1 137
　 　 　 その他（純額） ※2 323 ※2 252

　 　 　 有形固定資産合計 30,713 28,442

　 　 無形固定資産 650 375
　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 ※1, ※3 1,490 ※1, ※3 1,832
　 　 　 長期貸付金 37 －
　 　 　 その他 2,259 2,374
　 　 　 貸倒引当金 △101 △88

　 　 　 投資その他の資産合計 3,685 4,118

　 　 固定資産合計 35,048 32,936

　 資産合計 53,595 49,342
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(単位：百万円)

　 　 　 前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 支払手形及び買掛金 11,757 12,301
　 　 短期借入金 ※1 6,924 ※1 4,425
　 　 1年内返済予定の長期借入金 ※1 5,122 ※1 4,867
　 　 1年内償還予定の社債 ※1 240 ※1 100
　 　 未払法人税等 169 67
　 　 賞与引当金 459 343
　 　 その他 3,201 ※1 3,072

　 　 流動負債合計 27,874 25,177

　 固定負債 　 　
　 　 社債 ※1 550 ※1 450
　 　 長期借入金 ※1 8,105 ※1 7,744
　 　 繰延税金負債 433 265
　 　 退職給付引当金 3,868 3,587
　 　 役員退職慰労引当金 49 17
　 　 長期預り金 ※1 648 182
　 　 その他 10 163

　 　 固定負債合計 13,666 12,411

　 負債合計 41,541 37,588

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 13,752 13,752
　 　 資本剰余金 2,350 2,350
　 　 利益剰余金 △4,154 △5,019
　 　 自己株式 △12 △12

　 　 株主資本合計 11,935 11,070

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 △379 30
　 　 為替換算調整勘定 △192 △40

　 　 評価・換算差額等合計 △571 △9

　 少数株主持分 691 692

　 純資産合計 12,054 11,753

負債純資産合計 53,595 49,342
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(訂正後)

(単位：百万円)

　 　 　 　 前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 ※1 5,610 ※1 5,116
　 　 受取手形及び売掛金 ※1 6,285 ※1 6,419
　 　 商品 3,450 2,688
　 　 仕掛品 75 76
　 　 貯蔵品 24 41
　 　 その他 3,139 2,079
　 　 貸倒引当金 △39 △11

　 　 流動資産合計 18,546 16,410

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 建物及び構築物（純額） ※1, ※2 7,429 ※1, ※2 6,849
　 　 　 機械装置及び運搬具（純額） ※2 1,441 ※2 1,794
　 　 　 リース資産（純額） ※2 46 ※2 39
　 　 　 土地 ※1 21,470 ※1 19,368
　 　 　 建設仮勘定 1 137
　 　 　 その他（純額） ※2 323 ※2 252

　 　 　 有形固定資産合計 30,713 28,442

　 　 無形固定資産 650 279
　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 ※1, ※3 1,490 ※1, ※3 1,832
　 　 　 長期貸付金 37 －
　 　 　 その他 2,259 2,412
　 　 　 貸倒引当金 △101 △88

　 　 　 投資その他の資産合計 3,685 4,155

　 　 固定資産合計 35,048 32,877

　 資産合計 53,595 49,287
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(単位：百万円)

　 　 　 前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　
　 　 支払手形及び買掛金 11,757 12,301
　 　 短期借入金 ※1 6,924 ※1 4,425
　 　 1年内返済予定の長期借入金 ※1 5,122 ※1 4,867
　 　 1年内償還予定の社債 ※1 240 ※1 100
　 　 未払法人税等 169 67
　 　 賞与引当金 459 343
　 　 その他 3,201 ※1 3,072

　 　 流動負債合計 27,874 25,177

　 固定負債 　 　
　 　 社債 ※1 550 ※1 450
　 　 長期借入金 ※1 8,105 ※1 7,744
　 　 繰延税金負債 433 265
　 　 退職給付引当金 3,868 3,587
　 　 役員退職慰労引当金 49 17
　 　 長期預り金 ※1 648 182
　 　 その他 10 163

　 　 固定負債合計 13,666 12,411

　 負債合計 41,541 37,588

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 13,752 13,752
　 　 資本剰余金 2,350 2,350
　 　 利益剰余金 △4,154 △5,048
　 　 自己株式 △12 △12

　 　 株主資本合計 11,935 11,041

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 △379 30
　 　 為替換算調整勘定 △192 △40

　 　 評価・換算差額等合計 △571 △9

　 少数株主持分 691 667

　 純資産合計 12,054 11,699

負債純資産合計 53,595 49,287
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②【連結損益計算書】

(訂正前)

(単位：百万円)

　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 80,820 69,608

売上原価 63,641 53,481

売上総利益 17,178 16,126

販売費及び一般管理費 ※1 18,761 ※1 15,948

営業利益又は営業損失（△） △1,582 177

営業外収益 　 　
　 受取利息 28 3
　 受取配当金 69 22
　 持分法による投資利益 156 －
　 雑収入 112 44

　 営業外収益合計 368 69

営業外費用 　 　
　 支払割賦手数料 80 44
　 支払利息 565 477
　 支払手数料 95 107
　 雑損失 194 115

　 営業外費用合計 936 743

経常損失（△） △2,150 △496

特別利益 　 　
　 固定資産売却益 ※2 2,725 ※2 294
　 投資有価証券売却益 233 38
　 貸倒引当金戻入額 48 21

　 特別利益合計 3,007 354

特別損失 　 　
　 固定資産除売却損 ※3 1,086 ※3 151
　 固定資産評価損 － ※4 134
　 減損損失 ※5 30 ※5 262
　 事業再編損 － 176
　 関係会社整理損 176 －
　 投資有価証券評価損 378 48
　 特別退職金 260 67
　 貸倒引当金繰入額 37 －
　 その他 59 14

　 特別損失合計 2,029 856

税金等調整前当期純損失（△） △1,172 △997

法人税、住民税及び事業税 151 97

法人税等調整額 △41 △245

法人税等合計 110 △147

少数株主利益 15 13

当期純損失（△） △1,297 △864
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(訂正後)

(単位：百万円)

　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 80,820 69,608

売上原価 63,641 53,481

売上総利益 17,178 16,126

販売費及び一般管理費 ※1 18,761 ※1 15,963

営業利益又は営業損失（△） △1,582 162

営業外収益 　 　
　 受取利息 28 3
　 受取配当金 69 22
　 持分法による投資利益 156 －
　 雑収入 112 44

　 営業外収益合計 368 69

営業外費用 　 　
　 支払割賦手数料 80 44
　 支払利息 565 477
　 支払手数料 95 107
　 雑損失 194 115

　 営業外費用合計 936 743

経常損失（△） △2,150 △511

特別利益 　 　
　 固定資産売却益 ※2 2,725 ※2 294
　 投資有価証券売却益 233 38
　 貸倒引当金戻入額 48 21

　 特別利益合計 3,007 354

特別損失 　 　
　 固定資産除売却損 ※3 1,086 ※3 362
　 減損損失 ※4 30 ※4 262
　 事業再編損 － 176
　 関係会社整理損 176 －
　 投資有価証券評価損 378 48
　 特別退職金 260 67
　 貸倒引当金繰入額 37 －
　 その他 59 14

　 特別損失合計 2,029 932

税金等調整前当期純損失（△） △1,172 △1,089

法人税、住民税及び事業税 151 97

法人税等調整額 △41 △282

法人税等合計 110 △184

少数株主利益又は少数株主損失（△） 15 △11

当期純損失（△） △1,297 △893
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③【連結株主資本等変動計算書】

(訂正前)

(単位：百万円)

　 　 　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

株主資本 　 　
　 資本金 　 　
　 　 前期末残高 13,752 13,752

　 　 当期末残高 13,752 13,752

　 資本剰余金 　 　
　 　 前期末残高 2,350 2,350

　 　 当期末残高 2,350 2,350

　 利益剰余金 　 　
　 　 前期末残高 △2,901 △4,154
　 　 当期変動額 　 　
　 　 　 当期純損失（△） △1,297 △864
　 　 　 持分法の適用範囲の変動 44 －
　 　 　 連結範囲の変動 0 －

　 　 　 当期変動額合計 △1,253 △864

　 　 当期末残高 △4,154 △5,019

　 自己株式 　 　
　 　 前期末残高 △11 △12
　 　 当期変動額 　 　
　 　 　 自己株式の取得 △0 △0

　 　 　 当期変動額合計 △0 △0

　 　 当期末残高 △12 △12

　 株主資本合計 　 　
　 　 前期末残高 13,188 11,935
　 　 当期変動額 　 　
　 　 　 当期純損失（△） △1,297 △864
　 　 　 自己株式の取得 △0 △0
　 　 　 持分法の適用範囲の変動 44 －
　 　 　 連結範囲の変動 0 －

　 　 　 当期変動額合計 △1,253 △864

　 　 当期末残高 11,935 11,070
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(単位：百万円)

　 　 　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

評価・換算差額等 　 　
　 その他有価証券評価差額金 　 　
　 　 前期末残高 △11 △379
　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△368 410

　 　 　 当期変動額合計 △368 410

　 　 当期末残高 △379 30

　 為替換算調整勘定 　 　
　 　 前期末残高 251 △192
　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△443 152

　 　 　 当期変動額合計 △443 152

　 　 当期末残高 △192 △40

　 評価・換算差額等合計 　 　
　 　 前期末残高 240 △571
　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△812 562

　 　 　 当期変動額合計 △812 562

　 　 当期末残高 △571 △9

少数株主持分 　 　
　 前期末残高 704 691
　 当期変動額 　 　
　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △13 1

　 　 当期変動額合計 △13 1

　 当期末残高 691 692

純資産合計 　 　
　 前期末残高 14,133 12,054
　 当期変動額 　 　
　 　 当期純損失（△） △1,297 △864
　 　 自己株式の取得 △0 △0
　 　 持分法の適用範囲の変動 44 －
　 　 連結範囲の変動 0 －
　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △825 563

　 　 当期変動額合計 △2,078 △301

　 当期末残高 12,054 11,753
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(訂正後)

(単位：百万円)

　 　 　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

株主資本 　 　
　 資本金 　 　
　 　 前期末残高 13,752 13,752

　 　 当期末残高 13,752 13,752

　 資本剰余金 　 　
　 　 前期末残高 2,350 2,350

　 　 当期末残高 2,350 2,350

　 利益剰余金 　 　
　 　 前期末残高 △2,901 △4,154
　 　 当期変動額 　 　
　 　 　 当期純損失（△） △1,297 △893
　 　 　 持分法の適用範囲の変動 44 －
　 　 　 連結範囲の変動 0 －

　 　 　 当期変動額合計 △1,253 △893

　 　 当期末残高 △4,154 △5,048

　 自己株式 　 　
　 　 前期末残高 △11 △12
　 　 当期変動額 　 　
　 　 　 自己株式の取得 △0 △0

　 　 　 当期変動額合計 △0 △0

　 　 当期末残高 △12 △12

　 株主資本合計 　 　
　 　 前期末残高 13,118 11,935
　 　 当期変動額 　 　
　 　 　 当期純損失（△） △1,297 △893
　 　 　 自己株式の取得 △0 △0
　 　 　 持分法の適用範囲の変動 44 －
　 　 　 連結範囲の変動 0 －

　 　 　 当期変動額合計 △1,253 △893

　 　 当期末残高 11,935 11,041
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(単位：百万円)

　 　 　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

評価・換算差額等 　 　
　 その他有価証券評価差額金 　 　
　 　 前期末残高 △11 △379
　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△368 410

　 　 　 当期変動額合計 △368 410

　 　 当期末残高 △379 30

　 為替換算調整勘定 　 　
　 　 前期末残高 251 △192
　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△443 152

　 　 　 当期変動額合計 △443 152

　 　 当期末残高 △192 △40

　 評価・換算差額等合計 　 　
　 　 前期末残高 240 △571
　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△812 562

　 　 　 当期変動額合計 △812 562

　 　 当期末残高 △571 △9

少数株主持分 　 　
　 前期末残高 704 691
　 当期変動額 　 　
　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △13 △23

　 　 当期変動額合計 △13 △23

　 当期末残高 691 667

純資産合計 　 　
　 前期末残高 14,133 12,054
　 当期変動額 　 　
　 　 当期純損失（△） △1,297 △893
　 　 自己株式の取得 △0 △0
　 　 持分法の適用範囲の変動 44 －
　 　 連結範囲の変動 0 －
　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △825 538

　 　 当期変動額合計 △2,078 △355

　 当期末残高 12,054 11,699
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

(訂正前)

(単位：百万円)

　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 税金等調整前当期純損失（△） △1,172 △997
　 減価償却費 1,871 1,433
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △32

　 関係会社投資等損失引当金の増減額（△は減
少）

△15 －

　 賞与引当金の増減額（△は減少） △171 △116
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △517 △280
　 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 △31
　 受取利息及び受取配当金 △98 △25
　 支払利息 565 477
　 持分法による投資損益（△は益） △156 －
　 固定資産除売却損益（△は益） △1,672 △143
　 投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 145 10
　 事業再編損失 － 176
　 関係会社整理損 176 －
　 減損損失 30 262
　 固定資産評価損 － 134
　 売上債権の増減額（△は増加） 6,617 △109
　 たな卸資産の増減額（△は増加） 2,772 1,954
　 仕入債務の増減額（△は減少） △9,524 581
　 未払消費税等の増減額（△は減少） 292 △217
　 その他 72 △250

　 小計 △783 2,825

　 利息及び配当金の受取額 129 57
　 利息の支払額 △567 △488
　 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） － △3
　 法人税等の支払額 △151 －

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,372 2,391

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 定期預金の払戻による収入 1 500
　 有形固定資産の取得による支出 △5,951 △2,626
　 有形固定資産の売却による収入 6,703 3,252
　 投資有価証券の取得による支出 △39 －
　 投資有価証券の売却による収入 632 78
　 貸付けによる支出 △37 －
　 貸付金の回収による収入 1,003 －
　 出資金の払込による支出 － △200
　 その他 △124 114

　 投資活動によるキャッシュ・フロー 2,187 1,118
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(単位：百万円)

　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の純増減額（△は減少） 1,482 △2,565
　 長期借入れによる収入 3,150 5,250
　 長期借入金の返済による支出 △3,866 △5,935
　 社債の償還による支出 △680 △240
　 配当金の支払額 △1 △0
　 少数株主への配当金の支払額 △29 △14
　 その他 △0 △2

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 55 △3,508

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 842 5

現金及び現金同等物の期首残高 4,272 5,110

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △4 －

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 5,110 ※1 5,116
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(訂正後)

(単位：百万円)

　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 税金等調整前当期純損失（△） △1,172 △1,089
　 減価償却費 1,871 1,448
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 △32

　 関係会社投資等損失引当金の増減額（△は減
少）

△15 －

　 賞与引当金の増減額（△は減少） △171 △116
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △517 △280
　 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7 △31
　 受取利息及び受取配当金 △98 △25
　 支払利息 565 477
　 持分法による投資損益（△は益） △156 －
　 固定資産除売却損益（△は益） △1,672 67
　 投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 145 10
　 事業再編損失 － 176
　 関係会社整理損 176 －
　 減損損失 30 262
　 売上債権の増減額（△は増加） 6,617 △109
　 たな卸資産の増減額（△は増加） 2,772 1,954
　 仕入債務の増減額（△は減少） △9,524 581
　 未払消費税等の増減額（△は減少） 292 △217
　 その他 72 △250

　 小計 △783 2,825

　 利息及び配当金の受取額 129 57
　 利息の支払額 △567 △488
　 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） － △3
　 法人税等の支払額 △151 －

　 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,372 2,391

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 定期預金の払戻による収入 1 500
　 有形固定資産の取得による支出 △5,951 △2,626
　 有形固定資産の売却による収入 6,703 3,252
　 投資有価証券の取得による支出 △39 －
　 投資有価証券の売却による収入 632 78
　 貸付けによる支出 △37 －
　 貸付金の回収による収入 1,003 －
　 出資金の払込による支出 － △200
　 その他 △124 114

　 投資活動によるキャッシュ・フロー 2,187 1,118
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(単位：百万円)

　 　

前連結会計年度
(自 平成20年４月１日
　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成21年４月１日
　至 平成22年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の純増減額（△は減少） 1,482 △2,565
　 長期借入れによる収入 3,150 5,250
　 長期借入金の返済による支出 △3,866 △5,935
　 社債の償還による支出 △680 △240
　 配当金の支払額 △1 △0
　 少数株主への配当金の支払額 △29 △14
　 その他 △0 △2

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 55 △3,508

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28 5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 842 5

現金及び現金同等物の期首残高 4,272 5,110

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △4 －

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 5,110 ※1 5,116
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【注記事項】

　

(連結損益計算書関係)

(訂正前)

前連結会計年度

(自　平成20年４月１日
　至　平成21年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成21年４月１日
　至　平成22年３月31日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売諸掛 1,551百万円

貸倒引当金繰入額 9百万円

給料手当及び賞与 6,067百万円

賞与引当金繰入額 367百万円

役員退職慰労引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 1,023百万円

賃借料及び設備費 2,705百万円

 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売諸掛 1,292百万円

貸倒引当金繰入額 4百万円

給料手当及び賞与 5,136百万円

賞与引当金繰入額 269百万円

退職給付費用 810百万円

賃借料及び設備費 2,588百万円

 

※２．内訳は次のとおりであります。

土地建物売却益 2,692百万円

車両運搬具売却益 21百万円

その他 10百万円

　　合計 2,725百万円

 

※２．内訳は次のとおりであります。

土地建物売却益 293百万円

車両運搬具売却益 1百万円

その他 0百万円

　　合計 294百万円

 

※３．内訳は次のとおりであります。

車両運搬具売却損 870百万円

固定資産除却損 181百万円

固定資産撤去費用 33百万円

　　合計 1,086百万円

 

※３．内訳は次のとおりであります。

車両運搬具売却損 43百万円

固定資産除却損 86百万円

固定資産撤去費用 9百万円

土地売却損 11百万円

　　合計 151百万円

 

※４．　　　　　　　―――――― ※４．内訳は次のとおりであります。

ソフトウエア評価損 134百万円

　

※５．当連結会計年度において、当社グループは以下の資
産について減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 減損損失

㈱ジャガー東京

（世田谷区）
店舗 建物等 30百万円

当社グループは、管理会計上の区分に従い、主とし
て店舗ごとに資産グループ化を行っております。

連結子会社である㈱ジャガー東京の世田谷区の店
舗について、当該店舗に係る資産グループの帳簿価
額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損
失として特別損失に計上しております。

なお、当該店舗については、継続的な損益悪化に伴
い資産性が著しく低下し、投資額の回収が見込まれ
ないことから、当該店舗に係る資産グループの回収
可能価額を零とし、建物等の帳簿価額を全額減損し
ております。

 

※５．当連結会計年度において、当社グループは以下の資
産について減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 減損損失

東京都

杉並区
賃貸用不動産 土地 262百万円

当社グループは、不動産関連事業の設備である東京
都杉並区の土地について、譲渡契約を締結したこと
に伴い、当該土地に係る資産グループの帳簿価額を
回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失と
して特別損失に計上しております。

なお、当該土地の回収可能価額については、譲渡契
約に基づく正味売却価額を使用しております。
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(訂正後)

前連結会計年度

(自　平成20年４月１日
　至　平成21年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成21年４月１日
　至　平成22年３月31日)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売諸掛 1,551百万円

貸倒引当金繰入額 9百万円

給料手当及び賞与 6,067百万円

賞与引当金繰入額 367百万円

役員退職慰労引当金繰入額 7百万円

退職給付費用 1,023百万円

賃借料及び設備費 2,705百万円

 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

販売諸掛 1,292百万円

貸倒引当金繰入額 4百万円

給料手当及び賞与 5,136百万円

賞与引当金繰入額 269百万円

退職給付費用 810百万円

賃借料及び設備費 2,588百万円

 

※２．内訳は次のとおりであります。

土地建物売却益 2,692百万円

車両運搬具売却益 21百万円

その他 10百万円

　　合計 2,725百万円

 

※２．内訳は次のとおりであります。

土地建物売却益 293百万円

車両運搬具売却益 1百万円

その他 0百万円

　　合計 294百万円

 

※３．内訳は次のとおりであります。

車両運搬具売却損 870百万円

固定資産除却損 181百万円

固定資産撤去費用 33百万円

　　合計 1,086百万円

 

※３．内訳は次のとおりであります。

車両運搬具売却損 43百万円

固定資産除却損 297百万円

固定資産撤去費用 9百万円

土地売却損 11百万円

　　合計 362百万円

 

※４．当連結会計年度において、当社グループは以下の資
産について減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 減損損失

㈱ジャガー東京

（世田谷区）
店舗 建物等 30百万円

当社グループは、管理会計上の区分に従い、主とし
て店舗ごとに資産グループ化を行っております。

連結子会社である㈱ジャガー東京の世田谷区の店
舗について、当該店舗に係る資産グループの帳簿価
額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損
失として特別損失に計上しております。

なお、当該店舗については、継続的な損益悪化に伴
い資産性が著しく低下し、投資額の回収が見込まれ
ないことから、当該店舗に係る資産グループの回収
可能価額を零とし、建物等の帳簿価額を全額減損し
ております。

 

※４．当連結会計年度において、当社グループは以下の資
産について減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 減損損失

東京都

杉並区
賃貸用不動産 土地 262百万円

当社グループは、不動産関連事業の設備である東京
都杉並区の土地について、譲渡契約を締結したこと
に伴い、当該土地に係る資産グループの帳簿価額を
回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失と
して特別損失に計上しております。

なお、当該土地の回収可能価額については、譲渡契
約に基づく正味売却価額を使用しております。
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(税効果会計関係)

（訂正前）

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

１．繰越税金資産及び繰越税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(百万円)

(繰延税金資産) 　

(1)流動資産 　

　　　賞与引当金 211

　　　未払事業税 24

　　　その他 54

小計 289

　　　評価性引当額 △238

計 51

(2)固定資産 　

　　　繰越欠損金 7,376

　　　退職給付引当金 1,761

　　　減損損失 329

　　　営業権 110

　　　減価償却超過額 43

　　　その他有価証券評価差額金 158

　　　その他 58

　　　繰延税金負債(固定)との相殺 △15

小計 9,823

　　　評価性引当額 △9,723

計 99

　　繰延税金資産合計 150

　 　

(繰延税金負債) 　

　　固定負債 　

　　　圧縮記帳積立金 △425

　　　プログラム準備金 △12

　　　その他 △11

　　　繰延税金資産(固定)との相殺 15

　　繰延税金負債合計 △433

　 　

　　繰延税金負債の純額 △283

 

１．繰越税金資産及び繰越税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(百万円)

(繰延税金資産) 　

(1)流動資産 　

　　　賞与引当金 157

　　　未払事業税 9

　　　その他 39

小計 207

　　　評価性引当額 △170

計 37

(2)固定資産 　

　　　繰越欠損金 7,912

　　　退職給付引当金 1,439

　　　減損損失 607

　　　営業権 53

　　　減価償却超過額 49

　　　その他有価証券評価差額金 2

　　　その他 43

　　　繰延税金負債(固定)との相殺 △4

小計 10,102

　　　評価性引当額 △9,930

計 172

　　繰延税金資産合計 209

　 　

(繰延税金負債) 　

　　固定負債 　

　　　その他有価証券評価差額金 △20

　　　圧縮記帳積立金 △233

　　　プログラム準備金 △4

　　　その他 △12

　　　繰延税金資産(固定)との相殺 4

　　繰延税金負債合計 △265

　 　

　　繰延税金負債の純額 △55

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整） 　

　交際費等永久に損金に算入されない項
目

△1.1％

　受取配当金等永久に益金に算入されな
い項目

0.2％

　住民税均等割等 △2.8％

　繰越欠損金 △173.7％

　評価性引当額 125.6％

　その他 1.7％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △9.4％

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整） 　

　交際費等永久に損金に算入されない項
目

△0.4％

　受取配当金等永久に益金に算入されな
い項目

0.2％

　住民税均等割等 △4.5％

　評価性引当額 △21.2％

　その他 0.0％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 14.8％
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(訂正後)

前連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成22年３月31日)

１．繰越税金資産及び繰越税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(百万円)

(繰延税金資産) 　

(1)流動資産 　

　　　賞与引当金 211

　　　未払事業税 24

　　　その他 54

小計 289

　　　評価性引当額 △238

計 51

(2)固定資産 　

　　　繰越欠損金 7,376

　　　退職給付引当金 1,761

　　　減損損失 329

　　　営業権 110

　　　減価償却超過額 43

　　　その他有価証券評価差額金 158

　　　その他 58

　　　繰延税金負債(固定)との相殺 △15

小計 9,823

　　　評価性引当額 △9,723

計 99

　　繰延税金資産合計 150

　 　

(繰延税金負債) 　

　　固定負債 　

　　　圧縮記帳積立金 △425

　　　プログラム準備金 △12

　　　その他 △11

　　　繰延税金資産(固定)との相殺 15

　　繰延税金負債合計 △433

　 　

　　繰延税金負債の純額 △283

 

１．繰越税金資産及び繰越税金負債の発生の主な原因別

の内訳

(百万円)

(繰延税金資産) 　

(1)流動資産 　

　　　賞与引当金 157

　　　未払事業税 9

　　　その他 39

小計 207

　　　評価性引当額 △170

計 37

(2)固定資産 　

　　　繰越欠損金 7,912

　　　退職給付引当金 1,439

　　　減損損失 552

　　　営業権 53

　　　減価償却超過額 55

　　　固定資産除却損 86

　　　その他有価証券評価差額金 2

　　　その他 43

　　　繰延税金負債(固定)との相殺 △4

小計 10,140

　　　評価性引当額 △9,930

計 209

　　繰延税金資産合計 246

　 　

(繰延税金負債) 　

　　固定負債 　

　　　その他有価証券評価差額金 △20

　　　圧縮記帳積立金 △233

　　　プログラム準備金 △4

　　　その他 △12

　　　繰延税金資産(固定)との相殺 4

　　繰延税金負債合計 △265

　 　

　　繰延税金負債の純額 △18

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整） 　

　交際費等永久に損金に算入されない項
目

△1.1％

　受取配当金等永久に益金に算入されな
い項目

0.2％

　住民税均等割等 △2.8％

　繰越欠損金 △173.7％

　評価性引当額 125.6％

　その他 1.7％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △9.4％

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳

法定実効税率 40.7％

（調整） 　

　交際費等永久に損金に算入されない項
目

△0.4％

　受取配当金等永久に益金に算入されな
い項目

0.2％

　住民税均等割等 △4.1％

　評価性引当額 △19.4％

　その他 0.0％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 17.0％
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(セグメント情報)

　

【事業の種類別セグメント情報】

当連結会計年度（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）

(訂正前)

　

自 動 車
関連事業

(百万円)

不 動 産
関連事業

(百万円)

情報システ
ム関連事業

(百万円)

そ の 他
の 事 業

(百万円)

　

計
(百万円)

消　　去

又は全社
(百万円)

　

連結
(百万円)

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　 　

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1)外部顧客に
対する売上高

60,703 438 6,189 2,276 69,608 － 69,608

　(2)セグメント間の
内部売上高又は振替高

9 － 303 300 613 (613) －

計 60,712 438 6,493 2,576 70,221 (613)69,608

　　営業費用 60,416 199 6,317 2,505 69,438 (8) 69,430

　　営業利益 296 239 176 71 782 (605) 177

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損失
及び資本的支出

　 　 　 　 　 　 　

　　資産 33,962 2,744 2,936 2,339 41,982 7,35949,342

　　減価償却費 1,225 52 30 27 1,335 97 1,433

　　減損損失 － 262 － － 262 － 262

　　資本的支出 2,470 3 15 38 2,528 19 2,547

(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．事業区分

自動車関連事業 自動車・同部用品販売並びに修理等

不動産関連事業 不動産の賃貸等

情報システム関連事業 情報システム関連機器の販売及び導入

その他の事業 人材派遣業・自動車教習所等

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（603百万円）の主なものは、当社の人事、総

務、経理等の管理部門に係る費用であります。

４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（7,499百万円）の主なものは、当社での余資運用資金

（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。
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(訂正後)

　

自 動 車
関連事業

(百万円)

不 動 産
関連事業

(百万円)

情報システ
ム関連事業

(百万円)

そ の 他
の 事 業

(百万円)

　

計
(百万円)

消　　去

又は全社
(百万円)

　

連結
(百万円)

Ⅰ　売上高及び営業損益 　 　 　 　 　 　 　

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1)外部顧客に
対する売上高

60,703 438 6,189 2,276 69,608 － 69,608

　(2)セグメント間の
内部売上高又は振替高

9 － 303 300 613 (613) －

計 60,712 438 6,493 2,576 70,221 (613)69,608

　　営業費用 60,416 199 6,331 2,505 69,453 (8) 69,445

　　営業利益 296 239 161 71 767 (605) 162

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損失
及び資本的支出

　 　 　 　 　 　 　

　　資産 33,962 2,744 2,881 2,339 41,928 7,35949,287

　　減価償却費 1,225 52 45 27 1,350 97 1,448

　　減損損失 － 262 － － 262 － 262

　　資本的支出 2,470 3 15 38 2,528 19 2,547

(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．事業区分

自動車関連事業 自動車・同部用品販売並びに修理等

不動産関連事業 不動産の賃貸等

情報システム関連事業 情報システム関連機器の販売及び導入

その他の事業 人材派遣業・自動車教習所等

３．営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（603百万円）の主なものは、当社の人事、総

務、経理等の管理部門に係る費用であります。

４．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産（7,499百万円）の主なものは、当社での余資運用資金

（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。
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(１株当たり情報)

（訂正前）

前連結会計年度

(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 170円64銭

１株当たり当期純損失金額 19円49銭
　

１株当たり純資産額 166円11銭

１株当たり当期純損失金額 12円98銭
　

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について
は、１株当たり当期純損失であり、また潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

同　　左

(注)　１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　

前連結会計年度

(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日)

当期純損失（百万円） 1,297 864

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純損失（百万円） 1,297 864

普通株式の期中平均株式数（千株） 66,593 66,589

　
（訂正後）

前連結会計年度

(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 170円64銭

１株当たり当期純損失金額 19円49銭
　

１株当たり純資産額 165円68銭

１株当たり当期純損失金額 13円42銭
　

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について
は、１株当たり当期純損失であり、また潜在株式が存在し
ないため記載しておりません。

同　　左

(注)　１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　

前連結会計年度

(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日)

当期純損失（百万円） 1,297 893

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純損失（百万円） 1,297 893

普通株式の期中平均株式数（千株） 66,593 66,589
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(2) 【その他】

(訂正前)

当連結会計年度における各四半期連結会計期間に係る売上高等

　

第１四半期

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日)

第２四半期

(自 平成21年７月１日

　至 平成21年９月30日)

第３四半期

(自 平成21年10月１日

　至 平成21年12月31日)

第４四半期

(自 平成22年１月１日

　至 平成22年３月31日)

売上高 (百万円) 14,305 17,845 17,143 20,313

税金等調整前四半期純利
益金額又は税金等調整前
四半期純損失金額(△)

(百万円) △908 △410 △136 457

四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(百万円) △893 △445 △197 672

１株当たり四半期純利益
金額又は１株当たり四半
期純損失金額(△)

(円) △13.42 △6.68 △2.97 10.10

　

(訂正後)

当連結会計年度における各四半期連結会計期間に係る売上高等

　

第１四半期

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日)

第２四半期

(自 平成21年７月１日

　至 平成21年９月30日)

第３四半期

(自 平成21年10月１日

　至 平成21年12月31日)

第４四半期

(自 平成22年１月１日

　至 平成22年３月31日)

売上高 (百万円) 14,305 17,845 17,143 20,313

税金等調整前四半期純利
益金額又は税金等調整前
四半期純損失金額(△)

(百万円) △908 △410 △136 366

四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(百万円) △893 △445 △197 643

１株当たり四半期純利益
金額又は１株当たり四半
期純損失金額(△)

(円) △13.42 △6.68 △2.97 9.66
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独立監査人の監査報告書
　

　
平成23年１月27日

株式会社東日カーライフグループ

取締役会　御中

　

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　三　　浦　　昭　　彦　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　赤　　荻　　　　隆　　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に

掲げられている株式会社東日カーライフグループの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計

年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッ

シュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めてい

る。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行

われた見積りの評価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監

査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、株式会社東日カーライフグループ及び連結子会社の平成22年３月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に

表示しているものと認める。

　
追記情報

有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の２第１

項の規定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行った。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注)１．上記は、当社（有価証券報告書提出会社）が監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、そ

の原本は当社（有価証券報告書提出会社）が別途保管しております。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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